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自治体DX推進をご支援するプロジェクトチームを設置

「自治体DX」の推進を支援するアイシーエスの取組み特集

国は目指すべきデジタル社会のビジョンとして「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を掲げ、自治体の
DXを推進しています。アイシーエスはお客様のDX推進の対応が円滑に進むようご支援すべく、令和３年10月１日に
「自治体DX推進プロジェクトチーム」を設置しました。

これまでアイシーエスは、国の自治体DX分野に関する施策等を把握しながら主に以下の取組み・対応を進めてま
いりました。

●自治体の情報システムの標準化・共通化
国が具体的な検討をおこなう「自治体システム等
標準化検討会」へ参画

●RPAの利用推進
総務省が実施した「地方公共団体におけるRPA実
装に関する事業（地方単独事業）」において一関
市様が応募・採択され、RPAのシナリオ作成など
導入をご支援

●マイナンバーカードの普及促進
交付窓口の事務負担を軽減する「マイナンバー
カード交付事務支援機能」をご提供

●テレワークの推進
自治体様へテレワーク環境の構築をご提案し、コ
ロナ禍でのリモートワークなどをご支援

●行政手続きのオンライン化
デジタル時代を見据えた押印見直しの動きを踏ま
え、弊社開発システムより出力される帳票の押印
を求める項目（㊞等）の削除に伴うプログラム改
修を無償で対応（実施中）

●窓口改革/ワンストップサービス
住民が窓口でタッチパネルを操作して申請書を作成
できる「タッチ申請」をご提供。更に、死亡と相続
に関する住民サービスの向上と自治体職員の負担を
軽減する「おくやみコーナー対応機能」をリリース

総務省は今年７月に自治体DX推進に関する各種手順書を公開し、９月にはデジタル庁が発足するなど、国の取組
みは続々と進められています。

この状況を踏まえ、アイシーエスは自治体DX推進プロジェ
クトチームを核とした体制を整備し、自治体のDX推進をご
支援する活動により一層注力してまいります。

ガバメントクラウド先行事業に盛岡市様が採択されました

デジタル庁が調達するガバメントクラウドを活用し、標準
仕様に準拠したシステムを市町村が安心して利用できるよう、
課題の検証を行う先行事業が公募され、応募のあった52団体
の中から、盛岡市様を含む８団体が採択されました。

アイシーエスは盛岡市様およびデジタル庁と課題の検証を
進め、先行事業から得られる知見をもとにシステム標準化・
共通化の対応を加速してまいります。 盛岡市様プレスリリースより一部転載
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いつまでも若々しくいつまでも若々しく

新年あけましておめでとうございます。
今年の干支である壬寅（みずのえとら）
は「生命力に溢れた芽吹き」を意味し
ます。昨年はコロナウイルスのワクチ
ン接種が進むなど、明るい兆しも見え
ました。コロナ禍という「厳しい冬」を
越し、今年は「華々しい春」を迎える
年になってほしいものです。
次号Networkは４月発行予定です。

編集後記

年齢を重ねていくと、退職、子供の自立、

家族や友人の病気や死など、環境に大きな

変化が起こり、落ち込む機会が増えがちで

す。自分自身の体調や病気が落ち込みの原因になることもありま

す。また、加齢によって脳内で気分を調節する物質であるセロト

ニンやノルアドレナリンが減ってしまうことで、気分の落ち込み

が続きやすくなります。気分の落ち込みや物事に興味や喜びを感

じない状態が２週間以上続いたら、専門家に相談をしましょう。

気分の安定のためにまずお勧めしたいのが、外出をすることで

す。できれば毎日、日中の同じ時間帯に出かけるようにしましょう。

決まった時間に日光を浴びると、体内時計のリズムが整い、不眠

が改善しやすくなります。また、日中の活動量が増えて食欲が出

るとともに、ほどよく疲れて良い睡眠がとれるようになります。

活動、食事、睡眠の３つを無理のない範囲で見直していくと、か

らだの調子が整い、気分の安定につながります。

人との関わりを増やし、自分の居場所や役割、生きがいを見つ

けることも、気分を安定させるのに役立ちます。

－ 楽しい気持ちが減ってきたら －
チェックシート

チェック①

□　ほとんど毎日憂鬱な気分

□　物事に興味や喜びを感じない

①で１つでも該当したら②をチェック

チェック②

□　体重が大きく変動した

□　毎日のように眠れない、または眠り過ぎる

□　落ち着きがない、またはボーっとしている

□　毎日のように疲れやすく気力がわかない

□　自分には価値がないと考えたり自分を責
めたりする

□　思考力や集中力が低下したり物事を決断
できなかったりする

□　死について繰り返し考える

②で４つ以上該当したら医療機関へ

入社５年目の技術職社員７名による技術論文発表会が12月３日に開催されました。
今年度もコロナウイルス感染症が終息しない状況でしたが、発表会までに実施さ
れる技術論文の書き方研修、プレゼンテーション研修をオンラインで受講し、本番
に向けて準備を進めました。
今年度の発表ではワクチン接種に関係するシステムの成果報告があり、短期間で
より良いサービスを提供するために様々な方策を比較検討、試行錯誤した内容が発
表されました。
技術論文発表に向けた取り組みによって、今まで自分たちが担ってきた業務を振
り返り、その成果、課題、改善策などを深く考察することができました。また、審
査員や聴講者からたくさんの質問や意見を聞けたことで、新たな気づきを得ること
もできました。
今回の経験を活かして、より一層技術や知識の習得に励み、自己研鑽に努めてま
いります。

技術論文発表会を開催しましたトピックス


